


要約:数年来、HTLV-Ⅰ母子感染予防対策を実施している長崎県対馬において母乳栄養児と

人工栄養児の HTLV-Ⅰ感染率の差をプロスペクティブに追跡調査した。その結果、3 歳時

の母乳哺育児の感染率は 5 人/36 人=13.5%であったのに対し、人工栄養児では 2 人/63 人

=3.2%にとどまり、両群の間には X2 検定で有意の差が認められた(P<0.05)。


